
 

1 
 

 

 

                             

Juntos!!中南米対日理解促進交流プログラム  

オンライン同窓会（テーマ：開発協力[1]）の記録 

 

１．プログラム目的・概要 

Juntos!!中南米対日理解促進交流プログラムで訪日経験を有する中南米各国の参加者を対象に、

日・中南米間の友好関係向上、同窓生の連携及びネットワークの強化を目的にオンライン同窓会を

実施しました。参加者は、国際協力機構（JICA）が推進する中南米地域における開発協力や事業展

開について学びました。また、同窓生同士の親睦を深めるとともに、両国の発展のためにできるこ

とについて話し合いました。 

  

【参加者】Juntos!!中南米対日理解促進交流プログラムの同窓生（2015 年度～2021 年度の参加者） 

（アルゼンチン、バルバドス、ボリビア、チリ、キューバ、エクアドル、エルサルバドル、グアテマ

ラ、ホンジュラス、ジャマイカ、メキシコ、パナマ、パラグアイ、トリニダードトバゴ、ウルグアイ、

ベネズエラの大学生・大学院生、社会人、オンライン訪日経験者を含む）35 名 

 

【日程】 

日にち 

訪問地 
内容 参加者の質問・反応 

2022 年 

9月 27日 

東京都 

① 挨拶 

② 訪問・講義 

「中南米地域における協力」 

  講師：国際協力機構（JICA）中南米

部南米課長  赤嶺 剣悟 氏 

③ 質疑応答 

④ 記念撮影 

⑤ グループ別プログラム（全６グルー

プに分かれてのグループディスカ

ッション） 

・中南米地域と日本の関係をより広

く認知する方法について話し合い 

・自国における同窓生の活動を強化

について話し合い 

⑥ 報告会 

②講義について 

プロジェクトの存在、活動の趣旨は広く知ら

れているので、参加者は興味深く聞いている

様子でした。具体的なプロジェクト内容につ

いての質問が多くあり、関心の高さを伺えま

した。 

③質疑応答について 

「JICA の開発協力は金銭的な側面だけでな

く、例えばモニタリングのような技術提供も

しているか」「高度な（科学）技術における

支援を JICA として実施しているか」「防災

に関わる技術に長けている日本が中南米に

どのように技術を提供していくか」等、多く

の質問があがりました。 

⑤グループ別プログラムについて 

「一般の人々に魅力のある文化活動を実施

する」等、日本と中南米との友好関係を深め



 

2 
 

るための活発な意見交換が行われました。 

⑥報告会について 

グループ別に、交流促進や連携強化について

どのようなアプローチができるのかを話し

合い、発表しました。（参照：P4、６．報告

会でのグループ別発表内容） 

 

２．記録写真  

    

JICA 中南米部南米課への訪問・講義 JICA 中南米部南米課・赤嶺氏との質疑応答 

 
  

講師との記念写真 グループ別プログラムでのグループディスカッ

ション 

 

３．参加者の感想（抜粋） 

◆ 社会人（トリニダード・トバゴ） 

プログラムに参加して、現地での日本の活動についてさらに学ぶことができました。グループ

ディスカッションでは、日本、ラテンアメリカ、カリブ海諸国の連携活性化に向けての方法を、

グループで話し合いました。結果、素晴らしいアイデアを提案することができました。 

◆ 社会人（ブラジル） 

持続可能かつ共感力をもって自然と関わっていく方法を、日本の文化からさらに深く学ぶこと

ができると知りました。またグループディスカッションでは、チームメンバーが日本文化と持

続可能な科学技術の発展への貢献について、熱心に語ってくれました。互いのアイデアやプロ

ジェクトを知ることができ、とても素晴らしいグループディスカッションでした。 

◆  社会人（ブラジル） 
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日本の国際協力に関する講義を聴講できたことは、非常に有益でした。例えば、衛星によるアマ

ゾンの森林伐採の監視のような日本の貢献活動は、ブラジル人の私も今まで知りませんでした。 

 

４．受入れ側の感想（抜粋） 

◆ 講師 

参加者が非常に積極的でした。もう少し質疑応答に時間をかけられたらさらに理解を深めるこ

とができたと思います。 

 

５．参加者の対外発信  

 

 

2022 年 9 月 27 日（WhatsApp) 

中南米対日理解交流プログラムの参加風景  

 

2022 年 9 月 27 日（Facebook) 

交流プログラム Juntos!!を代表する顔ぶれが参

加した集まりが成功裏に終わりました。素晴ら

しい同窓生たちがプログラム続行に協力をして

います。意見交換会で話し合ったアイデアが今

後展開していくことを期待しています。 

今後の交流事業に関する情報サイトへは、以下

よりアクセスしてください。（後略） 
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６．報告会でのグループ別発表内容（抜粋）  

◼ スペイン語グループ「日本と中南米及びカリブ海地域の関係をより広く知ってもらうためにで

きること」 

・（企画する同窓会の参加者募集で）同窓生に限

らずあるあらゆる人を募ることができるように

募集枠を広げる（交流の働きかけ）。 

・各国におけるプログラムに参加した成果を（参

加者間で）共有する。情報共有をして自身が当事

業の一部であることを認識する（連携強化）。 

・対面活動の実施や人間関係を構築するための

ネットワークを結成する（連携強化）。 

・地方都市でも対面活動が実施されるようにす

る（活動促進）。  

・一般の人々と（プログラム参加者や日本の関係

者と）の社会的なつながりを生む活動。一般の

人々に魅力のある文化活動を実施する（交流推進）。 

・活動について同窓会の中で自分たちの持っている知識を共有し、発信する（交流推進）。 

 

◼ 英語グループ「日本と中南米及びカリブ海地域の関係をより広く知ってもらうためにできるこ

と」 

・ソーシャルメディアを通じて、大使館や協力団体

の成果や計画を発信する（広報促進）。  

・芸術的なパフォーマンスを通じて文化交流を促進

するために、文化的なイベントを増やす（交流促進）。 

・JICA と日本の文化や歴史を推進する団体や企業と

が連携し、活動をより多くの人々に広げる（交流促

進）。  

 

実施団体名：一般財団法人日本国際協力センター（JICE） 


